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◇
令
和
元
年
度
報
告

　

令
和
２
年
３
月
末
の
会
員
数
は
３

２
６
人
で
、
男
性
は
２
１
９
人
、
女

性
は
１
０
７
人
。
前
年
度
比
で
１
人

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
負
・
委
任
と
派
遣
事
業
を
合
わ

せ
た
契
約
金
額
は
１
億
４
７
０
９
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
７

５
万
円
、
１
・
８
％
の
減
で
し
た
。

（
表
１
を
参
照
）

「
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス 

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト　

　

会
員
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、

安
芸
高
田
市
役
所
の
「
空
き
家

の
適
切
な
管
理
」
の
促
進
に
協

力
し
、
空
き
家
所
有
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
安
心
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
10
月
に
「
空
き
家

管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
事
業
の

実
施
に
伴
い
、
11
月
に
は
安
芸

高
田
市
長
と
「
空
き
家
の
適
切

な
管
理
の
促
進
に
関
す
る
協

定
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
管
理
の
チ
ラ
シ
配
布

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、

各
地
域
で
対
応
で
き
る
会
員
の

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
い
て
、「
シ
ル

バ
ー
標
語
」
の
募
集
・
表
彰
を

行
い
、
安
全
就
業
や
仕
事
へ
の

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
適
正
就

業
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
ま
し

た
。

　

独
自
事
業
と
し
て
、
不
要
な

枝
葉
を
チ
ッ
プ
に
し
、
堆
肥
化

し
た
も
の
を
「
チ
ッ
プ
堆
肥
」

に
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
と

し
て
、
市
役
所
・
学
校
・
福
祉

施
設
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
議
長
に
沖
田
一
夫
理
事
長
を
選
任
し
、
議
事
は
進
行
。
最
初
に
、「
令

和
２
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
書
等
」
を
報
告
。
続
い
て
、「
令
和
元
年
度
事

業
と
決
算
」
が
報
告
さ
れ
、
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和２年度の定時総会は６月16日（火）、
会員の皆様310名（出席者14名、議決権
行使書296名）が参加して、安芸高田シ
ルバー人材センター本所で開催されました。
今回は、新型コロナウイルスの感染拡大
の防止のため、皆様には来場を見合わせ
ていただき、規模を縮小して行いました。

自
粛
の
中
で
開
催
さ
れ
る

自
粛
の
中
で
開
催
さ
れ
る

来
場
を
見
合
せ
て

来
場
を
見
合
せ
て

コ
ロ
ナ
禍
で

コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
２
年
度

会員数、契約金額は
前年度比で減少に

出席者　14名

議決権行使書
296人

総会の参加者　310人
定

時

総

会



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報令和２（2020）年8月10日

（ 3 ）

◇
令
和
２
年
度
計
画

会
員
増
加
へ
向
け
て

　

会
員
の
増
加
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
芸
高
田
市
、

関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
並
び
に
連

携
を
密
に
し
て
営
業
活
動
を
強
化
し
、

就
業
機
会
の
拡
大
・
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

広
く
市
民
の
方
々
に
本
事
業
の
理

解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
人
の

集
ま
る
場
所
や
公
共
施
設
に
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
会
報
な
ど
を
配
布
し
周

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
太
助
け
フ
ォ
ン
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
会
員
募
集
・
情
報
提

供
を
行
い
、
新
規
会
員
加
入
の
増
強

を
図
り
ま
す
。

　

就
業
中
又
は
就
業
途
上
に
お
い
て

は
、「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
念
頭
に
、
安
全
委
員
を
中
心
と
し

た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
就
業
会
員
へ

の
安
全
対
策
・
安
全
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
事
故
の
未
然
防
止
や
会
員
自

ら
の
健
康
維
持
と
安
全
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　

独
自
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
継
続
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
事

業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

第
1
次
中
期
基
本
計
画
は
最
終
年

度
で
あ
り
、
推
進
状
況
の
検
証
と
評

価
を
行
い
、
次
期
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人

口
が
減
少
す
る
中
で
、
活
力
あ
る
高

齢
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
期
待
は
よ
り
一
層
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

（
令
和
2
年
度
予
算
の
概
要
は
表
2

の
と
お
り
）

項目 元年度 前年度 増減

会員数

（1）全体数 326人 327人 △1人

（ア）男性 219人 231人 △12人

（イ）女性 107人 96人 11人

※平均年齢は男性74.2歳、女性73.2歳、全体で73.9歳

請負・委任の仕事

（1）受注額 9,668万円 9,995万円 △327万円

（2）就業延べ人数 23,093人日 24,083人日 △990人日

（3）就業実人数 266人 247人 19人

（4）就業率 81.6% 75.5% 6.1%

（5）受注件数 1,333件 1,311件 22件

派遣による仕事

（1）契約額 5,041万円 4,990万円 51万円

（2）就業延べ人数 6,067人日 6,156人日 △89人日

表1　令和元年度会員数と事業の実績

項目 2年度予算 前年度決算

1　収入合計 1億4,598万円 1億4,433万円

（1）受託事業収入
　�（請負による配分金、材料費等、
事務費）

9,698万円 9,668万円

（2）派遣事業等収入
　（派遣事業に伴う受託収入） 589万円 514万円

（3）会員の会費 85万円 83万円

（4）国、市の補助金 4,097万円 4,027万円

（5）受取負担金 109万円 103万円

（6）その他の収入
　（受取利息、雑収益） 20万円 38万円

2　支出合計 1億4,598万円 1億3,989万円

（1）事業費
　（うち支払配分金）

1億3,611万円
（8,243万円）

1億3,141万円
（8,232万円）

（2）管理費
　（管理運営にかかる費用） 987万円 848万円

収支（差引） 0円 444万円

表2　令和2年度予算の概要

　

今
回
三
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

　
（
敬
称
略
）

　

前
理
事
長�

沖
田　

一
夫
（
吉
田
町
）　

　

前
監
事�

川
角　

一
郎
（
吉
田
町
）　

　

前
理
事�

藤
川　

孝
志
（
美
土
里
町
）

退
任
役
員
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入賞者入賞者

〈
安
全
関
係
〉�

（
敬
称
略
）

◇
無
理
す
る
な　

焦
り
と
油
断
が　

事
故
の
も
と�

飯
森　

義
明
（
吉
田
町
）

◇
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

無
事
故
を
誓
い　

ま
ず
一
歩�

実
方　

政
義
（
甲
田
町
）

◇
作
業
前　

み
ん
な
で
確
認　

事
故
防
止�

実
方
久
美
江
（
甲
田
町
）

〈
意
識
の
高
揚
関
係
〉

◇
今
日
も
ま
た　

声
か
け
あ
っ
て　

明
る
い
職
場�
吉
中
　
隆
行
（
高
宮
町
）

◇
シ
ル
バ
ー
で　

お
互
い
に
語
り
合
う　

笑
顔
か
な�

川
見
理
恵
子
（
甲
田
町
）

◇
仲
間
と
の　

元
気
確
認　

さ
あ
や
る
ぞ
！�

伊
藤
　
　
武
（
高
宮
町
）

　啓発活動として会員の安全就業・就業意識の高揚を目的

とし、シルバー人材センター標語の募集を行いました。

　54作品の応募があり、5月11日の選考委員会において厳

正な審査の結果6名の作品が入賞され、定時総会で表彰を

行いました。

令和2年度 シルバー人材センター標語シルバー人材センター標語

選考の様子選考の様子

表
彰
状

表
彰
状

　

永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
就
業

の
た
め
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
か
ら
、

沖
田
一
夫
前
理
事
長
へ
表
彰
が

あ
っ
た
た
め
、
前
村
理
事
長
よ
り

伝
達
を
行
な
い
ま
し
た
。
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役 員 名 簿　

専門部会

（敬称略）

役員（理事・監事）

役　職 氏　　名 役　職 氏　　名 役　職 氏　　名

理 事 長 前 村 岑 男 理 事 小早川　有　文 理 事 平　川　富士雄

副 理 事 長 山 田 数 敏 理 事 藤 原 憲 司 理 事 森 脇 洋 平

常 務 理 事
兼事務局長 可愛川　實知則 理 事 岡 川 元 春 監 事 兼 近 浩 三

理 事 吉　川　　　勇 理 事 宮 田 勝 之 監 事 行　友　　　勉

◆普及啓発・福利厚生部会

役職 氏　　名

部 会 長 宮 田 勝 之

副部会長 岡 川 元 春

山 田 数 敏

可愛川　實知則

小早川　有　文

藤 原 憲 司

◆安全委員会

役職 氏　　名

委 員 長 藤 原 憲 司

副委員長 垰　　　松　雄

吉　川　　　勇

岡 川 元 春

森 田 耕 司

渡 辺 正 美

青 原 省 三

今 田 芳 治

五升目　輝　明

◆総務部会

役職 氏　　名

部 会 長 小早川　有　文

副部会長 藤 原 憲 司

前 村 岑 男

可愛川　實知則

平　川　富士雄

森 脇 洋 平

◆表彰選考委員会

役職 氏　　名

委 員 長 藤 原 憲 司

副委員長 可愛川　實知則

小早川　有　文

平　川　富士雄

宮 田 勝 之

前 村 岑 男

◆事業部会

役職 氏　　名

部 会 長 平　川　富士雄

副部会長 坂　田　　　博

可愛川　實知則

吉　川　　　勇

宮 田 勝 之

◆総括地域委員会

役職 氏　　名

委 員 長 垰　　　松　雄

副委員長 青 原 省 三

森 田 耕 司

渡 辺 正 美

今 田 芳 治

五升目　輝　明
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�
理
事
長
　
　
　
　�

�
前
村
　
岑
男

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
後
の
理
事
会
に

お
い
て
推
挙
を
賜
り
、
公
益
社
団
法
人

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
前
村
岑

男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
そ
の
重
責
を
感
じ
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
発
生
下
で
の
、
厳
し
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
期
待

に
沿
え
ま
す
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
度
は
、「
中
期
計
画
」（
平

成
二
十
八
年
度
～
令
和
二
年
度
）
の
最

終
年
度
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
五
年
間
の
実
績
を
検
証
し
、
新

た
に
令
和
三
年
度
か
ら
の
五
年
間
を
対

象
に
「
第
二
次
中
期
計
画
」
を
策
定
し

て
、
皆
様
に
基
本
方
針
と
具
体
的
数
値

目
標
等
を
示
し
、
会
員
・
役
員
・
職
員

が
共
有
一
体
と
な
っ
て
、
歩
み
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
会
員
の
拡
大
は
、
当
セ
ン
タ
ー

が
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
、
存
在
意

義
を
高
め
て
、セ
ン
タ
ー
事
業
を
今
後
、

更
に
発
展
・
推
進
す
る
た
め
の
要
で
あ

り
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
が
掲
げ
る
「
第
二
次
会
員
一
〇
〇

万
人
達
成
計
画
」
の
当
セ
ン
タ
ー
の
目

標
は
、
令
和
六
年
度
に
四
五
一
名
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
に
は
、
新
規
会
員
加
入
の
促
進
と
退

会
者
の
抑
制
が
急
務
で
あ
り
、
皆
様
の

力
お
借
り
す
る
と
共
に
、
創
意
工
夫
に

よ
り
、
達
成
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
法
人
の
認

定
を
受
け
た
団
体
あ
る
こ
と
を
再
認
識

さ
れ
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
の
基
、
適
正
就
業
と
安
全

就
業
・
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
、
地
域

社
会
の
み
な
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
地
域

の
日
常
生
活
に
貢
献
す
る
喜
び
を
生
き

が
い
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
る
こ

と
の
出
来
る
セ
ン
タ
ー
に
し
て
頂
く
こ

と
を
お
願
い
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

�

理
事
　
　
　
　

�

吉
川
　
　
勇

�

（
吉
田
町
）

　

こ
の
た
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
な
か
、
異
例
の
定
時
総
会
に
お
い

て
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
理
事
に
選
ば
れ
て
自
分
に
何

が
出
来
る
か
自
問
し
て
お
り
ま
す
。
加

齢
と
抗
う
中
で
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き

な
が
ら
、
少
し
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

二
年
の
任
期
を
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

理
事
　
　
　
　

�

岡
川
　
元
春

�

（
美
土
里
町
）

　

こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
よ
る
異
例
の
令
和
二
年

度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
理
事
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

目
指
す
と
こ
ろ
の
、
高
齢
者
の
能
力
を

生
か
し
て
、
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

�

監
事
　
　
　
　

�

行
友
　
　
勉

�

（
甲
田
町
）

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前
任

者
川
角
一
郎
監
事
の
後
任
と
し
て
選
任

頂
き
ま
し
た
行
友
勉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
者
で
す
が
、

監
事
の
職
務
を
務
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

地
域
の
皆
様
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
き

な
が
ら
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

新
任
役
員
の
紹
介
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「いつまでも　働く喜び　無事故から」「いつまでも　働く喜び　無事故から」

全国統一スローガン（令和2年度～令和4年度）

市内一斉安全パトロール市内一斉安全パトロール

●良かった点

〈全パトロール現場〉
・作業前ミーティングを行い、作業内容の情報共有がで
きていました。
・休憩は定期的にとり、体調不良者がいないか声掛けが
できていました。

〈草刈り作業〉
・	飛散防止ネットを設置し、危険回避ができていました。
・	昨年は混合燃料の携行にポリ容器の利用が散見されま
したが、全地域で金属容器を利用し、改善されていま
した。

●注意点

〈草刈り作業〉
・刈払機の安全ガード、肩ひもや保護メガネの未着用が散見
されました。
・作業間隔が狭く危険でした。また高所では安全帯等が未着
用で作業を行っていました。
　
〈剪定作業〉
・大ばさみの刃先が上向きで脚立にかけてありました。
・	木の上と下で作業しており、落下物の危険性がありました。

令和2年7月16日（木）安全委員9名により実施しました。令和2年7月16日（木）安全委員9名により実施しました。（P.5参照）（P.5参照）

令和2年7月14日（火）　安全就業対策委員2名
府中町SC 谷㟢事務局長・連合会 吉田事務局次長

安全適正就業強化月間（7月）安全適正就業強化月間（7月）
広島県シルバー連合会による広島県シルバー連合会による
安全就業パトロール安全就業パトロール

道の駅「三矢の里あきたかた」

金属容器の利用

飛散防止ネット設置中

パトロール中

作業中の安全は、会員1人ひとりの自覚と意識によって確保されます
日常の健康管理も含め安全就業に努めましょう



会員数会員数（令和２年８月１日現在）（令和２年８月１日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年同期
吉　田 54 22 76 80
甲　田 51 41 92 88
八千代 35 14 49 56
美土里 23 10 33 35
高　宮 30 6 36 33
向　原 32 11 43 49
合　計 225 104 329 341

八
千
代
町　

長
畠　

親
守　

様
（
一
月
）

甲
田
町　

山
村　

隆
幸　

様
（
五
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

（単位：人）
お

悔

や

み

賛助会員のご紹介賛助会員のご紹介 令和2年8月1日現在

　
　
　
　
　

�　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ

ま
に
は
、
体
調
管
理
に
十
分

注
意
さ
れ
、
安
全
就
業
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
の
会
報
の
表
紙
に
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
数
ご
応

募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
会
報
に
関
す
る
募
集
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記
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令和２（2020）年8月10日

　8月13日（木）
14日（金）は、お
盆休みのため事
務所をお休みさせ
ていただきます。

お盆休みの
お知らせ

●
吉
田
町

有
限
会
社　

安
芸
サ
ポ
ー
ト
企
画

（
福
）安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
芸
高
田
市
商
工
会

株
式
会
社　

オ
キ
タ
石
油

共
栄
電
工

ゲ
イ
ビ
車
輌　

株
式
会
社

有
限
会
社　

こ
と
ざ
き

坂
本
重
工　

株
式
会
社

総
合
広
告　

オ
カ
ノ

有
限
会
社　

ト
ッ
プ
ス・カ
ン
パ
ニ
ー

な
か
が
わ
石
材
店

有
限
会
社　

仁
井
モ
ー
タ
ー
ス

西
岩　

う
ず
き

広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社　

広
島
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

株
式
会
社　

藤
本
工
業

株
式
会
社　

ホ
ワ
イ
ト
舎

ま
つ
も
と
園
芸
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社　

マ
ル
シ
ン

有
限
会
社　

道
奥
装
飾

有
限
会
社　

脇
地
石
油
店

●
高
宮
町

有
限
会
社　

ア
ー
ト
モ
ー
タ
ー
ス

川
根
柚
子
共
同
組
合

た
か
み
や
湯
の
森
運
営
協
会

●
甲
田
町

イ
マ
ム
ラ
商
会

株
式
会
社　

大
前
醤
油
本
店

有
限
会
社　

甲
立
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合　

甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社　

甲
田
自
動
車

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

ユ
キ
タ
ケ

有
限
会
社　

シ
ン
セ
イ

有
限
会
社　

し
ん
た
く
自
動
車

株
式
会
社　

住
吉

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
高
田
原
店

有
限
会
社　

高
田
オ
ー
ト

有
限
会
社　

タ
カ
タ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

中
国
新
聞　

甲
立
販
売
所

な
か
む
ら
寿
司
店

株
式
会
社　

ハ
マ
イ
物
産

●
八
千
代
町

株
式
会
社　

フ
リ
ー
エ
ム

八
千
代
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
美
土
里
町

立
川
園
芸

●
市
外

株
式
会
社　

カ
プ
リ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
株
式
会
社

大
信
産
業（
株
）緑
化
部　

広
島
営
業
所

株
式
会
社　

モ
ル
テ
ン
ス
タ
ン
ピ
ン
グ

賛
助
会
員
と
は
：�

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
や
運
営

を
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
法
人
・
個
人
の
皆
様
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ヒヤリハット体験事例を募集
　会員の皆様の就業中、何らかの原因により「ヒヤリと
した」、「ハッとした」体験がございましたら、別紙（ヒ
ヤリハット体験事例）により事務所まで提出して下さい。

　締切　令和２年10月30日（金）


